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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１台以上の端末装置及び出力装置と、１台以上の情報処理装置で構成される出力制御シ
ステムと、がネットワークを介して接続する出力システムであって、
　出力データを前記端末装置又は前記出力制御システムに蓄積する蓄積制御手段と、
　前記出力制御システムにおいて、蓄積した出力データに関する出力データ関連情報を保
持する出力データ関連情報保持手段と、
　前記端末装置又は前記出力制御システムに蓄積した出力データの蓄積先を変更する変更
要求をユーザから受け付けて、前記変更要求に応じて出力データの蓄積先を変更し、前記
出力データの蓄積先の変更を前記出力データ関連情報保持手段が保持する出力データ関連
情報に反映させる出力データ移動手段と、
　前記出力装置において、前記出力制御システムから受信した出力データ関連情報に基づ
き、前記端末装置または前記出力制御システムに蓄積される出力データを取得して該出力
データを出力する出力手段と、
を有し、
　前記出力データ移動手段は、ユーザから前記端末装置又は前記出力制御システムに蓄積
した出力データの新たな蓄積先の指定をユーザから受け付けたあと、前記端末装置又は前
記出力制御システムに蓄積した出力データから新たな蓄積先に蓄積されている出力データ
を除いた出力データ一覧をユーザに提示し、前記出力データ一覧から蓄積先を変更する出
力データの指定をユーザから受け付けること
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を特徴とする出力システム。
【請求項２】
　前記出力データ移動手段は、ユーザから前記端末装置又は前記出力制御システムに蓄積
した出力データのうち、蓄積先を変更する出力データの指定と、出力データの新たな蓄積
先の指定と、をユーザから受け付けること
を特徴とする請求項１記載の出力システム。
【請求項３】
　前記出力データ移動手段は、ユーザから前記端末装置又は前記出力制御システムに蓄積
した出力データの蓄積元の指定をユーザから受け付けたあと、蓄積元に蓄積されている出
力データ一覧をユーザに提示し、前記出力データ一覧から蓄積先を変更する出力データの
指定をユーザから受け付け、更に、指定された出力データの新たな蓄積先の指定をユーザ
から受け付けること
を特徴とする請求項１記載の出力システム。
【請求項４】
　前記出力データ移動手段は、前記出力データの蓄積先を前記端末装置から前記出力制御
システムに変更するか、前記出力制御システムから前記端末装置に変更するか、一の前記
端末装置から他の前記端末装置に変更する、こと
を特徴とする請求項１乃至３何れか一項記載の出力システム。
【請求項５】
　１台以上の端末装置及び出力装置とネットワークを介して接続される１台以上の情報処
理装置で構成される出力制御システムであって、
　出力データを蓄積する蓄積手段と、
　前記端末装置又は前記出力制御システムに蓄積した出力データに関する出力データ関連
情報を保持する出力データ関連情報保持手段と、
　前記端末装置又は前記出力制御システムに蓄積した出力データの蓄積先を変更する変更
要求をユーザから受け付けて、前記変更要求に応じて出力データの蓄積先を変更し、前記
出力データの蓄積先の変更を前記出力データ関連情報保持手段が保持する出力データ関連
情報に反映させる出力データ移動手段と、
　前記出力データ関連情報保持手段が保持する出力データ関連情報を提供した前記出力装
置から、前記蓄積手段に蓄積される出力データの取得要求を受信した場合に、前記取得要
求に応じた出力データを前記出力装置に送信する出力データ送信手段と、
を有し、
　前記出力データ移動手段は、ユーザから前記端末装置又は前記出力制御システムに蓄積
した出力データの新たな蓄積先の指定をユーザから受け付けたあと、前記端末装置又は前
記出力制御システムに蓄積した出力データから新たな蓄積先に蓄積されている出力データ
を除いた出力データ一覧をユーザに提示し、前記出力データ一覧から蓄積先を変更する出
力データの指定をユーザから受け付けること
を特徴とする出力制御システム。
【請求項６】
　１台以上の端末装置及び出力装置とネットワークを介して接続される１台以上の情報処
理装置で構成される出力制御システムを、
　出力データを蓄積する蓄積手段、
　前記端末装置又は前記出力制御システムに蓄積した出力データに関する出力データ関連
情報を保持する出力データ関連情報保持手段、
　前記端末装置又は前記出力制御システムに蓄積した出力データの蓄積先を変更する変更
要求をユーザから受け付けて、前記変更要求に応じて出力データの蓄積先を変更し、前記
出力データの蓄積先の変更を前記出力データ関連情報保持手段が保持する出力データ関連
情報に反映させる出力データ移動手段、
　前記出力データ関連情報保持手段が保持する出力データ関連情報を提供した前記出力装
置から、前記蓄積手段に蓄積される出力データの取得要求を受信した場合に、前記取得要
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求に応じた出力データを前記出力装置に送信する出力データ送信手段、
として機能させ、
　前記出力データ移動手段は、ユーザから前記端末装置又は前記出力制御システムに蓄積
した出力データの新たな蓄積先の指定をユーザから受け付けたあと、前記端末装置又は前
記出力制御システムに蓄積した出力データから新たな蓄積先に蓄積されている出力データ
を除いた出力データ一覧をユーザに提示し、前記出力データ一覧から蓄積先を変更する出
力データの指定をユーザから受け付けること
を特徴とするプログラム。
【請求項７】
　１台以上の端末装置及び出力装置と、１台以上の情報処理装置で構成される出力制御シ
ステムと、がネットワークを介して接続する出力システムにおいて実行される出力方法で
あって、
　出力データを前記端末装置又は前記出力制御システムに蓄積する蓄積制御ステップと、
　前記出力制御システムにおいて、蓄積した出力データに関する出力データ関連情報を出
力データ関連情報保持手段に保持させる出力データ関連情報保持ステップと、
　前記端末装置又は前記出力制御システムに蓄積した出力データの蓄積先を変更する変更
要求をユーザから受け付けて、前記変更要求に応じて出力データの蓄積先を変更し、前記
出力データの蓄積先の変更を前記出力データ関連情報保持手段が保持する出力データ関連
情報に反映させる出力データ移動ステップと、
　前記出力装置において、前記出力制御システムから受信した出力データ関連情報に基づ
き、前記端末装置または前記出力制御システムに蓄積される出力データを取得して該出力
データを出力する出力ステップと、
を有し、
　前記出力データ移動ステップは、ユーザから前記端末装置又は前記出力制御システムに
蓄積した出力データの新たな蓄積先の指定をユーザから受け付けたあと、前記端末装置又
は前記出力制御システムに蓄積した出力データから新たな蓄積先に蓄積されている出力デ
ータを除いた出力データ一覧をユーザに提示し、前記出力データ一覧から蓄積先を変更す
る出力データの指定をユーザから受け付けること
を特徴とする出力方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、出力システム、出力制御システム、プログラム及び出力方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　印刷装置側から印刷対象データの指定を行い、指定に基づく印刷対象データ或いは印刷
対象データに基づく印刷ジョブを、通信回線を介して印刷装置側に取り込んで印刷出力を
行う、所謂プルプリントシステムは従来から知られている（例えば特許文献１参照）。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　プルプリントシステムはユーザがアプリケーションプログラムからプリンタドライバを
選択して印刷を要求することで、印刷ジョブを蓄積先に蓄積する。印刷ジョブの蓄積先は
例えばプリンタドライバの蓄積設定によって決定される。しかしながら、蓄積先に一度蓄
積した印刷ジョブは他の蓄積先に蓄積し直すことができないという問題があった。
【０００４】
　なお、このような問題はプルプリントシステム等の印刷システムに限らず、ユーザが蓄
積先に蓄積したジョブをプロジェクタやモニタなどの出力装置から出力する出力システム
においても同様に存在する。
【０００５】
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　本発明の実施の形態は、上記の点に鑑みなされたもので、一の蓄積先に蓄積された出力
データを他の蓄積先に蓄積し直すことができる出力システム、出力制御システム、プログ
ラム及び出力方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本願請求項１は、１台以上の端末装置及び出力装置と、１台
以上の情報処理装置で構成される出力制御システムと、がネットワークを介して接続する
出力システムであって、出力データを前記端末装置又は前記出力制御システムに蓄積する
蓄積制御手段と、前記出力制御システムにおいて、蓄積した出力データに関する出力デー
タ関連情報を保持する出力データ関連情報保持手段と、前記端末装置又は前記出力制御シ
ステムに蓄積した出力データの蓄積先を変更する変更要求をユーザから受け付けて、前記
変更要求に応じて出力データの蓄積先を変更し、前記出力データの蓄積先の変更を前記出
力データ関連情報保持手段が保持する出力データ関連情報に反映させる出力データ移動手
段と、前記出力装置において、前記出力制御システムから受信した出力データ関連情報に
基づき、前記端末装置または前記出力制御システムに蓄積される出力データを取得して該
出力データを出力する出力手段と、を有し、前記出力データ移動手段は、ユーザから前記
端末装置又は前記出力制御システムに蓄積した出力データの新たな蓄積先の指定をユーザ
から受け付けたあと、前記端末装置又は前記出力制御システムに蓄積した出力データから
新たな蓄積先に蓄積されている出力データを除いた出力データ一覧をユーザに提示し、前
記出力データ一覧から蓄積先を変更する出力データの指定をユーザから受け付けることを
特徴とすることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の実施の形態によれば一の蓄積先に蓄積された出力データを他の蓄積先に蓄積し
直すことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本実施形態に係る印刷システムの一例の構成図である。
【図２】本実施形態に係るコンピュータの一例のハードウェア構成図である。
【図３】本実施形態に係るソフトウェアパッケージが搭載される前のクライアント端末の
一例の処理ブロック図である。
【図４】本実施形態に係るソフトウェアパッケージの一例の構成図である。
【図５】本実施形態に係るソフトウェアパッケージが搭載された後のクライアント端末の
一例の処理ブロック図である。
【図６】ルールベース印刷制御プラグインの一例の処理ブロック図である。
【図７】ジョブ蓄積プラグインの一例の処理ブロック図である。
【図８】代理印刷プラグインの一例の処理ブロック図である。
【図９】アカウントプラグインの一例の処理ブロック図である。
【図１０】本実施形態に係る印刷サーバ装置の一例の処理ブロック図である。
【図１１】印刷ジョブ情報の一例の構成図である。
【図１２】代理ユーザ情報の一例の構成図である。
【図１３】基本設定画面の一例のイメージ図である。
【図１４】基本設定画面の他の例のイメージ図である。
【図１５】サーバ設定画面の一例のイメージ図である。
【図１６】ジョブ蓄積設定画面の一例のイメージ図である。
【図１７】代理印刷設定画面の一例のイメージ図である。
【図１８】アカウント設定画面の一例のイメージ図である。
【図１９】印刷設定画面の一例のイメージ図である。
【図２０】印刷ジョブ蓄積処理の一例のフローチャートである。
【図２１】機能選択画面の一例のイメージ図である。
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【図２２】アカウント情報の一例の構成図である。
【図２３】クライアント端末に蓄積された印刷データを印刷サーバ装置に蓄積し直す処理
の一例のシーケンス図である。
【図２４】印刷ジョブ情報一覧画面の一例のイメージ図である。
【図２５】蓄積先選択画面の一例のイメージ図である。
【図２６】一のクライアント端末に蓄積された印刷データを他のクライアント端末に蓄積
し直す処理の一例のシーケンス図である。
【図２７】印刷サーバ装置に蓄積された印刷データをクライアント端末に蓄積し直す処理
の一例のシーケンス図である。
【図２８】印刷データ移動処理選択画面の一例のイメージ図である。
【図２９】印刷ジョブ出力処理の一例のフローチャートである。
【図３０】印刷ジョブ出力処理の他の例のフローチャートである。
【図３１】印刷ジョブ情報一覧画面の一例のイメージ図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　次に、本発明の実施の形態について、詳細に説明する。なお、本実施形態では出力シス
テムの一例としての印刷システムを例として説明するが、印刷システムに限定するもので
はない。出力システムは投影システムや表示システムの他、蓄積先に蓄積してあるジョブ
を出力するシステムであればよい。
［第１の実施形態］
　＜システム構成＞
　図１は、本実施形態に係る印刷システムの一例の構成図である。図１の印刷システム１
はＬＡＮなどのネットワークＮ１を介して接続された管理者端末１１、アプリケーション
サーバ装置１２、認証サーバ装置１３、印刷サーバ装置１４、クライアント端末１６、共
有の出力装置１７、携帯端末１８を有する。また、印刷システム１はクライアント端末１
６と接続されたローカルの出力装置１５を有する。
【００１０】
　管理者端末１１、アプリケーションサーバ装置１２、認証サーバ装置１３、印刷サーバ
装置１４、ローカルの出力装置１５、クライアント端末１６、共有の出力装置１７、携帯
端末１８は無線又は有線による通信手段を有している。
【００１１】
　図１では管理者端末１１、アプリケーションサーバ装置１２、認証サーバ装置１３、印
刷サーバ装置１４、ローカルの出力装置１５、クライアント端末１６、共有の出力装置１
７、携帯端末１８が１台である例を示しているが、複数台あってもよい。
【００１２】
　管理者端末１１は管理者が利用するＰＣ等の情報処理装置（コンピュータ）である。管
理者端末１１は管理者からの要求に基づき、各ユーザのクライアント端末１６に対する設
定等を行い、設定した内容（設定データ）をアプリケーションサーバ装置１２やクライア
ント端末１６等、ネットワークＮ１を介して接続する装置に送信することができる。
【００１３】
　アプリケーションサーバ装置１２は一台以上の情報処理装置によって実現される。アプ
リケーションサーバ装置１２はクライアント端末１６に配布する印刷アプリケーションソ
フトウェア等のアプリケーションソフトウェアや該アプリケーションソフトウェアに関す
る設定データである印刷設定データ等を保有している。アプリケーションサーバ装置１２
は保有している印刷アプリケーションソフトウェアや印刷設定データをクライアント端末
１６に配布する。
【００１４】
　認証サーバ装置１３は一台以上の情報処理装置によって実現される。認証サーバ装置１
３はユーザ情報を保有し、出力装置１７等からの要求に基づき認証を行う。印刷サーバ装
置１４は一台以上の情報処理装置によって実現される。印刷サーバ装置１４は印刷データ
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や印刷ジョブ情報を保有している。印刷サーバ装置１４は出力装置１７等からの要求に基
づき、印刷データや印刷ジョブ情報を出力装置１７等に送信する。
【００１５】
　印刷サーバ装置１４は、印刷データ等の出力データや印刷ジョブ情報等の出力データに
関する情報である出力データ関連情報（印刷データの書誌情報など）を保持し、出力装置
１７等に送信するデータ保持装置の一例である。
【００１６】
　例えば、出力装置１７がプロジェクタであれば、印刷サーバ装置１４はプロジェクタを
用いて表示出力（投影）したい表示データ（出力データ）を保持する。また、印刷サーバ
装置１４は表示出力する際の表示方法等の設定（出力データ関連情報）を保持することも
できる。また、印刷サーバ装置１４は印刷データと表示データの両方を保持することもで
きる。印刷サーバ装置１４は印刷データを印刷出力する複合機や表示データを表示出力す
るプロジェクタ等、異なる出力データを出力する複数の出力装置１７に対して、出力装置
１７に応じた出力データを送信する、又は、出力データ関連情報を送信することも可能で
ある。従って、本発明の適用範囲は印刷データや印刷ジョブ情報に限らない。
【００１７】
　出力装置１５は有線や無線通信でクライアント端末１６に直接接続されるプリンタ等の
画像形成装置等である。出力装置１５はプリンタ、コピー機、複合機、レーザプリンタな
どの画像形成装置の他、プロジェクタやモニタなどの表示出力を実行する投影装置や表示
装置、オーディオなどの音声データを出力する音声出力装置等であってもよい。
【００１８】
　クライアント端末１６はユーザが利用するＰＣ等の情報処理装置である。また、携帯端
末１８もユーザが利用するＰＣ等の情報処理装置である。クライアント端末１６及び携帯
端末１８はスマートフォンや携帯電話、ＰＣなどの端末装置である。なお、図１の印刷シ
ステム１では印刷アプリケーションソフトウェアが搭載されたクライアント端末１６と印
刷アプリケーションソフトウェアが搭載されていない携帯端末１８とを区別して記載して
いるが、必ずしも区別する必要もない。
【００１９】
　出力装置１７は、有線や無線通信でネットワークＮ１に接続されるプリンタ等の画像形
成装置等である。出力装置１７は、プリンタ、コピー機、複合機、レーザプリンタなどの
画像形成装置の他、プロジェクタやモニタなどの表示出力を実行する投影装置や表示装置
等、オーディオなどの音声データを出力する音声出力装置であってもよい。
【００２０】
　なお、図１の印刷システム１は一例であり、アプリケーションサーバ装置１２が無い構
成や、認証サーバ装置１３と印刷サーバ装置１４とが備える機能を一台の装置で実現する
構成等であってもよい。
【００２１】
　＜ハードウェア構成＞
　図１の管理者端末１１、アプリケーションサーバ装置１２、認証サーバ装置１３、印刷
サーバ装置１４、クライアント端末１６、携帯端末１８は例えば図２に示すようなハード
ウェア構成のコンピュータにより実現される。図２は本実施形態に係るコンピュータの一
例のハードウェア構成図である。
【００２２】
　図２に示したコンピュータ５００は、入力装置５０１、表示装置５０２、外部Ｉ／Ｆ５
０３、ＲＡＭ５０４、ＲＯＭ５０５、ＣＰＵ５０６、通信Ｉ／Ｆ５０７、及びＨＤＤ５０
８などを備え、それぞれがバスＢで相互に接続されている。なお、入力装置５０１及び表
示装置５０２は必要なときに接続して利用する形態であってもよい。
【００２３】
　入力装置５０１はキーボードやマウスなどを含み、ユーザが各操作信号を入力するのに
用いられる。表示装置５０２はディスプレイなどを含み、コンピュータ５００による処理
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結果を表示する。
【００２４】
　通信Ｉ／Ｆ５０７はコンピュータ５００をネットワークＮ１に接続するインタフェース
である。これにより、コンピュータ５００は通信Ｉ／Ｆ５０７を介してデータ通信を行う
ことができる。
【００２５】
　ＨＤＤ５０８はプログラムやデータを格納している不揮発性の記憶装置である。格納さ
れるプログラムやデータにはコンピュータ５００全体を制御する基本ソフトウェアである
ＯＳや、ＯＳ上において各種機能を提供するアプリケーションソフトウェア等がある。
【００２６】
　外部Ｉ／Ｆ５０３は、外部装置とのインタフェースである。外部装置には、記録媒体５
０３ａなどがある。これにより、コンピュータ５００は外部Ｉ／Ｆ５０３を介して記録媒
体５０３ａの読み取り及び／又は書き込みを行うことができる。記録媒体５０３ａにはフ
レキシブルディスク、ＣＤ、ＤＶＤ、ＳＤメモリカード、ＵＳＢメモリなどがある。
【００２７】
　ＲＯＭ５０５は、電源を切ってもプログラムやデータを保持することができる不揮発性
の半導体メモリ（記憶装置）である。ＲＯＭ５０５には、コンピュータ５００の起動時に
実行されるＢＩＯＳ（Basic Input/Output System）、ＯＳ設定、及びネットワーク設定
などのプログラムやデータが格納されている。ＲＡＭ５０４は、プログラムやデータを一
時保持する揮発性の半導体メモリ（記憶装置）である。
【００２８】
　ＣＰＵ５０６は、ＲＯＭ５０５やＨＤＤ５０８などの記憶装置からプログラムやデータ
をＲＡＭ５０４上に読み出し、処理を実行することで、コンピュータ５００全体の制御や
機能を実現する演算装置である。
【００２９】
　本実施形態に係る管理者端末１１、アプリケーションサーバ装置１２、認証サーバ装置
１３、印刷サーバ装置１４、クライアント端末１６、携帯端末１８は上記のコンピュータ
５００のハードウェア構成により後述するような各種処理を実現できる。
【００３０】
　＜ソフトウェア構成＞
　　《クライアント端末》
　本実施形態に係るソフトウェアパッケージが搭載される前のクライアント端末１６は例
えば図３に示すような処理ブロックにより実現される。図３は、本実施形態に係るソフト
ウェアパッケージが搭載される前のクライアント端末の一例の処理ブロック図である。
【００３１】
　図３に示すクライアント端末１６は、プログラムを実行することにより、文書作成アプ
リケーション２１、仮想プリンタドライバ２２、実プリンタドライバ２３、プラグイン２
４、プラットフォームＡＰＩ２５、プラットフォーム２６、記憶部２７を実現する。
【００３２】
　プラグイン２４には１つ以上のプラグイン３１を搭載可能である。プラットフォーム２
６は、表示制御（ＵＩ制御）部４１、設定部４２、通信部４３を有する。文書作成アプリ
ケーション２１はユーザから印刷の要求を受け付けるアプリケーションの一例である。文
書作成アプリケーション２１は一例であって、ユーザから印刷等の出力の要求を受け付け
るアプリケーションであればよい。
【００３３】
　仮想プリンタドライバ２２はアプリケーションデータを機種依存しない中間印刷データ
に変換して出力するプリンタドライバである。なお、中間印刷データは、出力装置１７等
の機種に依存しない印刷データである。ＸＰＳ（XML Paper Specification）形式のデー
タは中間印刷データの一例である。また、アプリケーションデータは出力対象データの一
例である。なお、仮想プリンタドライバ２２には例えばプラグイン３１を利用するための
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プラグイン３１用の仮想プリンタドライバが含まれる場合がある。
【００３４】
　実プリンタドライバ２３は中間印刷データを出力装置１５又は出力装置１７が印刷でき
る形式の実印刷データに変換して出力するプリンタドライバである。ＲＡＷ形式のデータ
は実印刷データの一例である。
【００３５】
　プラグイン２４はプラットフォーム２６上で動作するソフトウェアである。プラグイン
２４はプラットフォームＡＰＩ２５を利用することで、プラットフォーム２６の機能を利
用できる。
【００３６】
　プラットフォームＡＰＩ２５はプラグイン２４が、プラットフォーム２６の機能を利用
するためのインタフェースである。プラットフォームＡＰＩ２５はプラグイン２４からの
要求をプラットフォーム２６が受信するために設けられた予め定義されたインタフェース
であり、例えば関数やクラス等により構成される。
【００３７】
　プラットフォーム２６の表示制御部４１は例えば文書作成アプリケーション２１やプラ
グイン２４等からの要求に基づいて表示装置５０２の表示を制御する。設定部４２はプラ
グイン２４の設定を行う。通信部４３は印刷サーバ装置１４等との通信を実行する。記憶
部２７は設定等を記憶する。
【００３８】
　クライアント端末１６はプラグイン２４が共通に利用する機能をプラットフォーム２６
に集約することで、処理を集約している。なお、図３の処理ブロック図の分類形態は一例
であり、図３に示されるような階層で分類されていることは必須でない。
【００３９】
　また、プラグイン２４は、例えば、アプリケーションサーバ装置１２から図４に示すソ
フトウェアパッケージを利用してインストールすることが可能であり、各プラグイン２４
に関する設定データも同様にインストールすることが可能である。
【００４０】
　図４は本実施形態に係るソフトウェアパッケージの一例の構成図である。図４に示すよ
うにソフトウェアパッケージ５０は機能プラグイン５１と本体５２と仮想プリンタドライ
バ２２ａとを含む構成である。
【００４１】
　本体５２はルールベース印刷制御プラグイン６４を含む。また、機能プラグイン５１は
独立したジョブ蓄積プラグイン６１と、代理印刷プラグイン６２と、アカウントプラグイ
ン６３とを含む。ジョブ蓄積プラグイン６１と、代理印刷プラグイン６２と、アカウント
プラグイン６３とは、適宜追加して利用できる。つまり、３つ全てが揃っていることを必
須とせず、所望のプラグインだけを選択してソフトウェアパッケージとして提供すること
が可能である。
【００４２】
　なお、図４のソフトウェアパッケージ５０は機能プラグイン５１と本体５２とを分けて
いる例を示したが、図４に示すように分けることは必須でない。ソフトウェアパッケージ
５０は一つのプラグインにより提供することも、図４に示す以外の分け方によりプラグイ
ンを構成するようにしてもよい。例えばソフトウェアパッケージ５０は本体５２を機能プ
ラグイン５１と並列にプラグインとして扱うものであってもよい。仮想プリンタドライバ
２２ａはソフトウェアパッケージ５０に必須でなく、ソフトウェアパッケージ５０と別に
提供してもよい。
【００４３】
　また、本実施形態に係るソフトウェアパッケージ５０が搭載された後のクライアント端
末１６は例えば図５に示すような処理ブロックにより実現される。図５は、本実施形態に
係るソフトウェアパッケージが搭載された後のクライアント端末の一例の処理ブロック図
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である。図５に示すクライアント端末１６は、図３に示すクライアント端末１６に図４の
ソフトウェアパッケージ５０が搭載された例を表している。
【００４４】
　図５に示すクライアント端末１６は図３のクライアント端末１６に、仮想プリンタドラ
イバ２２ａ、ジョブ蓄積プラグイン６１、代理印刷プラグイン６２、アカウントプラグイ
ン６３、ルールベース印刷制御プラグイン６４が追加された構成である。
【００４５】
　仮想プリンタドライバ２２ａは図５のジョブ蓄積プラグイン６１、代理印刷プラグイン
６２、アカウントプラグイン６３、ルールベース印刷制御プラグイン６４を利用するため
の仮想プリンタドライバの一例である。仮想プリンタドライバ２２ａはアプリケーション
データを機種依存しない中間印刷データに変換して出力するプリンタドライバである。
【００４６】
　なお、中間印刷データは、出力装置１７等の機種に依存しない印刷データである。ＸＰ
Ｓ（XML Paper Specification）形式のデータは中間印刷データの一例である。また、ア
プリケーションデータは出力対象データの一例である。
【００４７】
　ルールベース印刷制御プラグイン６４は印刷フロー制御を行う。ジョブ蓄積プラグイン
６１は印刷ジョブの蓄積に関する処理を行う。代理印刷プラグイン６２は代理印刷（代理
出力）に関する処理を行う。また、アカウントプラグイン６３はアカウントに関する処理
を行う。例えばアカウントプラグイン６３はローカルの出力装置１５において行われる出
力処理や印刷サーバ装置１４を経由せずに出力装置１５への出力を行なう出力処理におい
てアカウント情報を生成し、アカウントログを記憶する装置に送信する処理を行う。
【００４８】
　なお、プラグイン２４は管理者やユーザが所望するものを適宜インストールして使用す
ることができるため、必ずしも図５の構成に限定されない。
【００４９】
　　《ルールベース印刷制御プラグイン》
　クライアント端末１６のルールベース印刷制御プラグイン６４は例えば図６に示す処理
ブロックで実現される。図６はルールベース印刷制御プラグインの一例の処理ブロック図
である。図６のルールベース印刷制御プラグイン６４は、印刷フロー制御部７１、表示部
７２、印刷フロー設定部７３、設定管理部７４、設定用情報保持部７５を有する。
【００５０】
　印刷フロー制御部７１は印刷フロー（処理フロー）の実行を制御する。表示部７２は後
述するような機能選択画面を表示装置５０２等に表示させる。印刷フロー設定部７３は印
刷フローの設定を受け付ける。
【００５１】
　設定管理部７４は、例えば図４のソフトウェアパッケージ５０によりクライアント端末
１６に搭載された各プラグイン２４の各種設定を管理する。例えば追加される機能プラグ
イン５１の状況に応じて設定できる内容が変わるが、設定管理部７４は設定できる内容を
管理する。設定用情報保持部７５はルールベース印刷制御プラグイン６４が自身における
設定を行うための設定用の情報（設定項目に関する情報）を保持している。なお、実際に
設定された内容は後述するようにプラットフォーム２６の設定部４２により記憶部２７に
記憶される。
【００５２】
　　《ジョブ蓄積プラグイン》
　クライアント端末１６のジョブ蓄積プラグイン６１は例えば図７に示す処理ブロックで
実現される。図７はジョブ蓄積プラグインの一例の処理ブロック図である。図７に示した
ジョブ蓄積プラグイン６１は、印刷データ蓄積部８１、印刷ジョブ管理部８２、サーバ接
続部８３、印刷データ移動部８４、印刷ジョブ情報保持部８５、設定用情報保持部８６を
有している。
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【００５３】
　印刷データ蓄積部８１は記憶部２７等に印刷データの蓄積を行う。印刷ジョブ管理部８
２は印刷ジョブの管理を行う。サーバ接続部８３は認証サーバ装置１３や印刷サーバ装置
１４などとの接続を行う。印刷データ移動部８４は印刷データの蓄積場所を変更するため
の処理を行う。
【００５４】
　例えば印刷データ移動部８４は印刷データをクライアント端末１６から印刷サーバ装置
１４に移動させるための処理、印刷データを印刷サーバ装置１４からクライアント端末１
６に移動させるための処理を行う。また、印刷データ移動部８４は印刷データを一のクラ
イアント端末１６から他のクライアント端末１６に移動させるための処理を行う。
【００５５】
　また、印刷ジョブ情報保持部８５は印刷ジョブに関する情報である印刷ジョブ情報を保
持する。設定用情報保持部８６はジョブ蓄積プラグイン６１が自身における設定を行うた
めの設定用の情報（設定項目に関する情報）を保持している。
【００５６】
　　《代理印刷プラグイン》
　クライアント端末１６の代理印刷プラグイン６２は例えば図８に示す処理ブロックで実
現される。図８は代理印刷プラグインの一例の処理ブロック図である。図８に示した代理
印刷プラグイン６２は、ユーザ情報付加部９１、代理ユーザ管理部９２、サーバ接続部９
３、代理ユーザ情報保持部９４、設定用情報保持部９５を有している。
【００５７】
　ユーザ情報付加部９１は、印刷ジョブ情報に代理ユーザＩＤなどの代理ユーザ情報を付
加する。代理ユーザ管理部９２は代理ユーザ情報を管理する。サーバ接続部９３は、認証
サーバ装置１３などとの接続を行う。代理ユーザ情報保持部９４は代理ユーザに関する情
報である代理ユーザ情報を保持する。また、設定用情報保持部９５は代理印刷プラグイン
６２が自身における設定を行うための設定用の情報（設定項目に関する情報）を保持して
いる。
【００５８】
　　《アカウントプラグイン》
　クライアント端末１６のアカウントプラグイン６３は例えば図９に示す処理ブロックで
実現される。図９はアカウントプラグインの一例の処理ブロック図である。図９に示した
アカウントプラグイン６３は、認証処理部１０１、印刷制御部１０２、アカウント制御部
１０３、設定用情報保持部１０４を有している。
【００５９】
　認証処理部１０１は認証に関する処理を行う。印刷制御部１０２は印刷制御に関する処
理を行う。アカウント制御部１０３はアカウント制御に関する処理を行う。また、設定用
情報保持部１０４はアカウントプラグイン６３が自身における設定を行うための設定用の
情報（設定項目に関する情報）を保持している。
【００６０】
　　《印刷サーバ装置》
　本実施形態に係る印刷サーバ装置１４は例えば図１０に示す処理ブロックにより実現さ
れる。図１０は本実施形態に係る印刷サーバ装置の一例の処理ブロック図である。図１０
の印刷サーバ装置１４はプログラムを実行することにより、印刷制御部１１１、アカウン
ト制御部１１２、印刷データ移動部１１３、印刷データ保持部１１４、印刷ジョブ情報保
持部１１５を実現する。
【００６１】
　印刷データ保持部１１４は印刷データを保持する。印刷ジョブ情報保持部１１５は印刷
ジョブ情報を保持する。印刷制御部１１１は出力装置１７等から印刷ジョブ情報の要求を
受け付け、印刷ジョブ情報を出力装置１７等に提供する。また、印刷制御部１１１は出力
装置１７等から印刷データの要求を受け付け、印刷データ保持部１１４が保持している印
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刷データを出力装置１７等に提供する。
【００６２】
　アカウント制御部１１２は印刷ジョブ情報に基づいて実行された印刷データのアカウン
ト情報を出力装置１７から受信し、認証サーバ装置１３のアカウント記憶部に印刷データ
のアカウント情報を送信して記憶させる。なお、アカウント制御部１１２は印刷データの
アカウント情報を、認証サーバ装置１３のアカウント記憶部以外に記憶するようにしても
よい。
【００６３】
　　《印刷ジョブ情報》
　図１１は印刷ジョブ情報の一例の構成図である。図１１の印刷ジョブ情報は、ジョブＩ
Ｄ、ジョブ名、蓄積先、蓄積形式、ユーザＩＤ、代理ユーザＩＤ、日付、カラーモード情
報、部数、両面情報、集約情報、ファイルパスなどのデータ項目を有している。
【００６４】
　ジョブＩＤは印刷ジョブの識別情報である。ジョブ名は印刷ジョブの名前である。蓄積
先は中間印刷データ又は実印刷データが蓄積されている場所（印刷サーバ装置１４やクラ
イアント端末１６などの機器）を示している。例えば蓄積先が「Ｓｅｒｖｅｒ０１」であ
る場合、実印刷データは印刷サーバ装置１４に蓄積されている。
【００６５】
　なお、印刷サーバ装置１４は中間印刷データを受信し、中間印刷データを蓄積してもよ
い。印刷サーバ装置１４は出力装置１７等から実印刷データを要求された際など、必要に
応じて中間印刷データを実印刷データに変換し、実印刷データを提供するようにしてもよ
い。
【００６６】
　蓄積先が「Ｃｌｉｅｎｔ０１」又は「Ｃｌｉｅｎｔ０２」である場合、中間印刷データ
又は実印刷データは「Ｃｌｉｅｎｔ０１」又は「Ｃｌｉｅｎｔ０２」により特定されるク
ライアント端末１６に蓄積されている。例えば出力装置１７は図１１に示す印刷ジョブ情
報に従って、印刷データの要求先を制御する。
【００６７】
　蓄積形式は蓄積先に蓄積されている印刷データの形式を示す。図１１の印刷ジョブ情報
では蓄積形式が「ＸＰＳ」である場合、蓄積先に中間印刷データが蓄積されていることを
示し、蓄積形式が「ＰＣＬ」である場合、蓄積先に実印刷データが蓄積されていることを
示す。
【００６８】
　なお、中間印刷データとはフォーマットに関する共通仕様が一般に公開され、かつ、再
編集が容易な形式の印刷データである。また、中間印刷データのデータ形式はＸＰＳ（Ｘ
ＭＬ　Ｐａｐｅｒ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ）に限らない。例えば中間印刷データの
データ形式はＰＤＦ（Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　Ｆｏｒｍａｔ）等であって
もよい。
【００６９】
　一方、実印刷データとは出力装置１７等に依存したＰＤＬ（Ｐａｇｅ　Ｄｅｓｃｒｉｐ
ｔｉｏｎ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）の印刷データである。なお、実印刷データのデータ形式は
ＰＣＬ（Ｐｒｉｎｔｅｒ　Ｃｏｔｒｏｌ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）に限らない。例えば実印刷
データのデータ形式はＰＳ（Ｐｏｓｔ　Ｓｃｒｉｐｔ）等であってもよい。
【００７０】
　ユーザＩＤは印刷データのオーナを示すユーザ識別情報である。代理ユーザＩＤは印刷
ジョブを印刷できる代理ユーザのユーザＩＤである。例えばユーザＩＤ「１１」のユーザ
がログインした場合、出力装置１７の操作パネル等の表示装置にはユーザＩＤ「１１」の
ユーザがオーナであるジョブＩＤ「４」の印刷ジョブと代理ユーザとして設定されている
ジョブＩＤ「２」の印刷ジョブとが表示される。
【００７１】
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　日付は印刷ジョブが生成された日付である。カラーモード、部数、両面情報、集約情報
は印刷設定の一例である。ファイルパスは、中間印刷データ又は実印刷データが蓄積され
ている場所（印刷サーバ装置１４やクライアント端末１６などの機器内における中間印刷
データ又は実印刷データの所在）を示している。
【００７２】
　　《代理ユーザ情報》
　図１２は代理ユーザ情報の一例の構成図である。代理ユーザ情報は、ユーザＩＤ及び代
理ユーザＩＤを紐付けるための情報である。例えば図１２の代理ユーザ情報は、ユーザＩ
Ｄ「１」のユーザの代理ユーザとしてユーザＩＤ「１１」及び「１２」のユーザが設定さ
れている。
【００７３】
　＜処理の詳細＞
　以下では、本実施形態に係る印刷システム１の処理の詳細について説明する。
【００７４】
　　《基本設定》
　本実施形態に係るソフトウェアパッケージ５０が搭載されたクライアント端末１６は図
１３に示すような基本設定画面から印刷時動作の基本設定を受け付ける。図１３は基本設
定画面の一例のイメージ図である。図１３の基本設定画面１０００では本実施形態に係る
ソフトウェアパッケージ５０が「印刷アプリ」と記載されている。以下、本実施形態に係
るソフトウェアパッケージ５０を印刷アプリと呼ぶ。
【００７５】
　図１３の基本設定画面１０００は、機能プラグイン５１の数が、ジョブ蓄積プラグイン
６１、代理印刷プラグイン６２、アカウントプラグイン６３の３つであるときの例を示し
ている。したがって、図１３の基本設定画面１０００の左欄では印刷アプリの下にジョブ
蓄積プラグイン６１と、代理印刷プラグイン６２と、アカウントプラグイン６３とに対応
した子ノード「ジョブ蓄積設定」と「代理印刷設定」と「アカウント設定」とが表示され
ている。また、機能プラグイン５１の数が１以上であるため、図１３の基本設定画面１０
００の左欄では印刷アプリの下に子ノード「共通設定」が表示されている。図１３は左欄
の「印刷アプリ」が選択されているときの基本設定画面１０００の例である。
【００７６】
　また、図１３の基本設定画面１０００の右欄には印刷時に機能を選ぶかどうかの設定の
チェックボックスが含まれる。印刷時に機能を選ぶかどうかの設定のチェックボックスは
機能プラグイン５１の数が０又は１の場合に非表示となる。
【００７７】
　また、図１３の基本設定画面１０００の右欄には印刷のときに実行される機能を選択す
るラジオボタンが含まれる。印刷のときに実行される機能を選択するラジオボタンは機能
プラグイン５１の数が０又は１の場合に非表示となる。また、図１３の基本設定画面１０
００の右欄には、印刷時にカスタマイズされたルールファイルによるワークフローを実施
するか否かの設定のチェックボックスが含まれる。
【００７８】
　なお、機能プラグイン５１の数が２つ以上の場合にユーザが「印刷のときに実行される
機能」として選択していた機能プラグイン５１のアンインストールを行うと、図１３の基
本設定画面１０００は残りの機能プラグイン５１の数に応じて以下のように動作する。
【００７９】
　残りの機能プラグイン５１が２つ以上の場合は「印刷のときに実行される機能」として
残りの機能プラグイン５１の中から優先順位に従い、自動的に「印刷のときに実行される
機能」が選択される。例えばジョブ蓄積プラグイン６１、代理印刷プラグイン６２、アカ
ウントプラグイン６３の順番に優先順位を設定しておいてもよい。残りの機能プラグイン
５１が１つの場合は「印刷のときに実行される機能」として残りの機能プラグイン５１が
自動的に「印刷のときに実行される機能」として選択される。
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【００８０】
　機能プラグイン５１の数が１つであるとき、図１３の基本設定画面１０００は図１４の
基本設定画面１０００ａのように変化する。図１４は基本設定画面の他の例のイメージ図
である。図１４の基本設定画面１０００ａは、機能プラグイン５１がジョブ蓄積プラグイ
ン６１の１つであるときの例を示している。
【００８１】
　したがって、図１４の基本設定画面１０００ａの左欄では印刷アプリの下にジョブ蓄積
プラグイン６１に対応した子ノード「ジョブ蓄積設定」が表示されている。また、機能プ
ラグイン５１の数が１以上であるため、図１４の基本設定画面１０００ａの左欄では印刷
アプリの下に子ノード「共通設定」が表示されている。また、図１４の基本設定画面１０
００ａの右欄には印刷時にカスタマイズされたルールファイルによるワークフローを実施
するか否かの設定のチェックボックスが含まれる。
【００８２】
　なお、図１４の基本設定画面１０００ａは機能プラグイン５１の数が０又は１の場合に
相当するため、印刷時に機能を選ぶかどうかの設定のチェックボックス、及び、印刷のと
きに実行される機能を選択するラジオボタンが非表示となっている。
【００８３】
　　《サーバ設定》
　図１３の基本設定画面１０００の左欄の「共通設定」が選択されると、クライアント端
末１６は図１５に示すサーバ設定画面１０１０から認証サーバ装置１３及び印刷サーバ装
置１４に対するサーバ設定を受け付ける。図１５はサーバ設定画面の一例のイメージ図で
ある。
【００８４】
　なお、図１５に示したサーバ設定画面１０１０では認証サーバ装置１３に対するサーバ
設定を受け付ける部分しか表示されていないが、垂直スクロールバーを操作することで印
刷サーバ装置１４に対するサーバ設定を受け付ける部分を表示できる。
【００８５】
　図１５のサーバ設定画面１０１０の右欄には認証サーバ装置１３及び印刷サーバ装置１
４に対するサーバ設定を行う項目が表示される。まず、サーバ設定画面１０１０の右欄に
はフェイルオーバの動作時に有効にする認証サーバ装置１３及び印刷サーバ装置１４のセ
カンダリサーバを設定するチェックボックスが含まれる。フェイルオーバの動作時に有効
にするセカンダリサーバを設定するチェックボックスにチェックを付けると、選択したセ
カンダリサーバの設定欄が有効となる。
【００８６】
　また、サーバ設定画面１０１０の右欄には、印刷アプリがプライマリサーバである認証
サーバ装置１３又は印刷サーバ装置１４からの応答を待機する時間を接続タイムアウトと
して設定するエディットボックスが含まれる。
【００８７】
　また、サーバ設定画面１０１０の右欄には、認証サーバ装置１３及び印刷サーバ装置１
４のプライマリサーバ及びセカンダリサーバの設定欄が含まれる。認証サーバ装置１３の
プライマリサーバ及びセカンダリサーバの設定欄には、ＩＰアドレスまたはホスト名を設
定するエディットボックス、ＨＴＴＰＳポート番号を設定するエディットボックスが含ま
れる。また、認証サーバ装置１３のプライマリサーバ及びセカンダリサーバの設定欄には
エディットボックスに設定されたＩＰアドレスまたはホスト名、ＨＴＴＰＳポート番号に
よる認証サーバ装置１３への接続を確認するための接続テストボタンが含まれる。
【００８８】
　印刷サーバ装置１４のプライマリサーバ及びセカンダリサーバの設定欄には、ＩＰアド
レスまたはホスト名を設定するエディットボックス、ポート番号を設定するエディットボ
ックスが含まれる。
【００８９】
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　また、印刷サーバ装置１４のプライマリサーバ及びセカンダリサーバの設定欄には印刷
サーバ装置１４へのアクセスにＳＳＬ通信を使用するか否かを設定するチェックボックス
が含まれる。また、印刷サーバ装置１４のプライマリサーバ及びセカンダリサーバの設定
欄にはエディットボックスに設定されたＩＰアドレスまたはホスト名、ポート番号による
印刷サーバ装置１４への接続を確認するための接続テストボタンが含まれる。
【００９０】
　　《ジョブ蓄積設定》
　図１３の基本設定画面１０００の左欄の「ジョブ蓄積設定」が選択されると、クライア
ント端末１６は、図１６に示すジョブ蓄積設定画面１０２０からジョブ蓄積設定を受け付
ける。図１６はジョブ蓄積設定画面の一例のイメージ図である。
【００９１】
　ジョブ蓄積設定画面１０２０の右欄には、レンダリングした印刷データをスプールする
ためにクライアント端末１６で使用するプリンタドライバを設定するコンボボックスが含
まれる。また、ジョブ蓄積設定画面１０２０の右欄には蓄積した印刷ジョブ（文書）の保
存期間を設定するテキストボックスが含まれる。保存期間を過ぎた文書は削除される。
【００９２】
　　《代理印刷設定》
　図１３の基本設定画面１０００の左欄の「代理印刷設定」が選択されると、クライアン
ト端末１６は、図１７に示すような代理印刷設定画面１０３０から代理印刷設定を受け付
ける。図１７は代理印刷設定画面の一例のイメージ図である。
【００９３】
　代理印刷設定画面１０３０の右欄には、代理ユーザ候補がチェックボックス付きのリス
トで表示される代理ユーザ候補リストが含まれる。また、代理印刷設定画面１０３０の右
欄には印刷毎に表示される代理ユーザ選択ダイアログの表示／非表示を設定するチェック
ボックスが含まれる。図１７に示した代理ユーザ選択ダイアログの表示／非表示を設定す
るチェックボックスは、チェックされた状態であるとき、印刷時に代理ユーザを毎回選択
しない設定を表している。
【００９４】
　代理ユーザ選択ダイアログの表示／非表示を設定するチェックボックスがチェックされ
た状態であれば、クライアント端末１６には代理ユーザ選択ダイアログが表示されず、代
理ユーザ候補リストにおいてチェックされているユーザが暗黙的に代理ユーザとなる。
【００９５】
　また、代理印刷設定画面１０３０の右欄には、全ユーザから代理ユーザ候補を選択する
ためのダイアログを開くためのボタンが含まれる。さらに、代理印刷設定画面１０３０の
右欄には、印刷サーバ装置１４で使用するプリンタドライバを設定するコンボボックスが
含まれる。
【００９６】
　　《アカウント設定》
　図１３の基本設定画面１０００の左欄の「アカウント設定」が選択されると、クライア
ント端末１６は、図１８に示すようなアカウント設定画面１０４０からアカウント設定を
受け付ける。図１８はアカウント設定画面の一例のイメージ図である。
【００９７】
　アカウント設定画面１０４０の右欄には「指定したプリンタに印刷する」機能を選択し
てアカウントプラグイン６３で印刷する際に使用する出力装置１５等を選択するコンボボ
ックスが含まれる。アカウントプラグイン６３で印刷する際に使用する出力装置１５等を
選択するコンボボックスにはＯＳに登録されているプリンタのリストが表示される。
【００９８】
　ただし、コンボボックスに表示されるプリンタのリストからは、二重アカウントを防ぐ
ため、仮想プリンタや印刷サーバ装置１４の共有プリンタ、ダイレクトプリントのポート
のプリンタを除外する。
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【００９９】
　印刷サーバ装置１４の共有プリンタとは印刷サーバ装置１４が印刷データの送信先に設
定されたプリンタである。ダイレクトプリントのポートのプリンタとは、印刷サーバ装置
１４を経由して出力装置１７等にプッシュで印刷データを送信するプリンタである。この
ように、コンボボックスに表示されるプリンタのリストからは、印刷データの入力から出
力までの間に印刷サーバ装置１４を中継する印刷プロセスのプリンタが除外される。
【０１００】
　この理由は印刷サーバ装置１４がアカウント情報を認証サーバ装置１３に送信する機能
を有しており、印刷サーバ装置１４を中継する印刷プロセスのプリンタのアカウント情報
をクライアント端末１６から送信すると二重アカウントになるためである。
【０１０１】
　また、アカウント設定画面１０４０の右欄には、印刷のたびにプリンタを選択するか否
かを設定させるチェックボックスが含まれる。さらに、アカウント設定画面１０４０の右
欄には、レポートに表示されるユーザ名をマスクするか否かを設定させるチェックボック
スが含まれる。マスク設定により、プライバシの保護を強化できる。
【０１０２】
　　《印刷ジョブ蓄積処理》
　例えばユーザは文書作成アプリケーション２１を操作して図１９の印刷設定画面２００
０を開き、印刷アプリの仮想プリンタドライバ２２ａを選択して印刷を要求することによ
り印刷ジョブ蓄積処理を開始できる。
【０１０３】
　図１９は印刷設定画面の一例のイメージ図である。ユーザは印刷設定画面２０００のプ
リンタ選択欄２００１から仮想プリンタドライバ２２ａを選択できる。また、ユーザは印
刷設定画面２０００のプリンタ選択欄２００１から、ローカルの出力装置１５に直接、印
刷を実行させる実プリンタドライバ２３を選択することもできる。
【０１０４】
　なお、図１９に示す印刷設定画面２０００からは本実施形態に係る印刷アプリの仮想プ
リンタドライバ２２ａの他、プラグイン３１等の他のソフトウェアを利用するための仮想
プリンタドライバ２２を選択することもできる。仮想プリンタドライバ２２を選択して印
刷を要求することでユーザは選択した仮想プリンタドライバ２２に応じた処理（プルプリ
ントなど）を開始できる。
【０１０５】
　例えばプルプリントを行うプラグイン３１の仮想プリンタドライバ２２が選択された場
合は仮想プリンタドライバ２２がアプリケーションデータを中間印刷データに変換した後
で実プリンタドライバ２３に実印刷データへの変換を要求する。仮想プリンタドライバ２
２は印刷ジョブ情報と共に、実印刷データを印刷サーバ装置１４に送信することでプルプ
リントを実現している。ダイレクトプリントを行う実プリンタドライバ２３が選択された
場合は仮想プリンタドライバ２２で変換された中間印刷データを実プリンタドライバ２３
で実印刷データに変換したあと、出力装置１５等に送信することでダイレクトプリントを
実現している。
【０１０６】
　また、ユーザは印刷設定画面２０００から印刷部数を指定できる。さらに、ユーザは印
刷設定画面２０００の「プロパティ」ボタン２００２を押下することで詳細な印刷設定を
行う画面を開き、両面／片面などの印刷面の設定やカラー／白黒などのカラーモードの設
定、２ｉｎ１などの集約の設定を行うことができる。そして、ユーザは印刷設定画面２０
００の「ＯＫ」ボタン２００３を押下することで印刷を要求できる。
【０１０７】
　ユーザが仮想プリンタドライバ２２ａを選択して印刷を要求すると、クライアント端末
１６は図２０に示すような印刷ジョブ蓄積処理を開始する。図２０は印刷ジョブ蓄積処理
の一例のフローチャートである。
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【０１０８】
　ステップＳ１において、文書作成アプリケーション２１はユーザから印刷の要求を受け
付ける。ステップＳ２において、文書作成アプリケーション２１は印刷設定画面２０００
のプリンタ選択欄２００１から印刷アプリの仮想プリンタドライバ２２ａが選択されたか
否かを判定する。印刷アプリの仮想プリンタドライバ２２ａ以外が選択された場合、文書
作成アプリケーション２１はステップＳ１７に進み、ユーザにより選択された仮想プリン
タドライバ２２等のプリンタドライバに印刷イベントを通知する。したがって、ユーザは
選択したプリンタドライバに応じた印刷処理（プルプリントなど）を開始できる。
【０１０９】
　文書作成アプリケーション２１は印刷アプリの仮想プリンタドライバ２２ａが選択され
た場合にステップＳ３に進み、印刷イベントを印刷アプリの仮想プリンタドライバ２２ａ
に送信する。仮想プリンタドライバ２２ａはルールベース印刷制御プラグイン６４の印刷
フロー制御部７１に印刷イベントを送信する。また、仮想プリンタドライバ２２ａはアプ
リケーションデータを中間印刷データに変換する。
【０１１０】
　印刷フロー制御部７１は図１３の基本設定画面１０００の右欄において、カスタマイズ
されたルールファイルによるワークフローを印刷時に実施する設定が選択されている場合
に図２０のフローチャートの処理を終了する。その後、印刷フロー制御部７１は後述する
機能選択画面を表示せず、ルールファイルに従ってワークフローを実施する。
【０１１１】
　印刷フロー制御部７１はカスタマイズされたルールファイルによるワークフローを印刷
時に実施しない設定が選択されておらず、かつ、機能プラグイン５１の数が０の場合に図
２０のフローチャートの処理を終了する。
【０１１２】
　印刷フロー制御部７１はカスタマイズされたルールファイルによるワークフローを印刷
時に実施する設定が選択されておらず、かつ、機能プラグイン５１の数が１の場合、その
機能プラグイン５１の機能を選択する。
【０１１３】
　印刷フロー制御部７１はカスタマイズされたルールファイルによるワークフローを印刷
時に実施する設定が選択されておらず、機能プラグイン５１の数が２以上、かつ、印刷時
に機能を選ぶ設定が選択されていない場合、後述する機能選択画面を表示しない。この場
合は、印刷のときに実行される機能を選択するラジオボタンにより選択された機能を選択
する。
【０１１４】
　印刷フロー制御部７１はカスタマイズされたルールファイルによるワークフローを印刷
時に実施する設定が選択されておらず、機能プラグイン５１の数が２以上、かつ、印刷時
に機能を選ぶ設定が選択されている場合、表示部７２に機能選択画面を表示させる。図２
１は機能選択画面の一例のイメージ図である。
【０１１５】
　機能選択画面２０１０は「このＰＣにジョブを保存する」機能、「代理ユーザに印刷さ
せる」機能、「指定したプリンタに印刷する」機能、から一つの機能をユーザに選択させ
る場合の例である。「このＰＣにジョブを保存する」機能はジョブ蓄積プラグイン６１の
機能を選択するものである。「代理ユーザに印刷させる」機能は代理印刷プラグイン６２
の機能を選択するものである。「指定したプリンタに印刷する」機能はアカウントプラグ
イン６３の機能を選択するものである。
【０１１６】
　ステップＳ４において、ユーザは機能選択画面２０１０から「このＰＣにジョブを保存
する」機能、「代理ユーザに印刷させる」機能、「指定したプリンタに印刷する」機能、
から一つの機能を選択する。ルールベース印刷制御プラグイン６４の印刷フロー制御部７
１は機能選択画面２０１０からユーザが選択した機能を判定する。
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【０１１７】
　ユーザが選択した機能が「代理ユーザに印刷させる」機能であれば、印刷フロー制御部
７１は代理印刷が選択されたと判定する。また、ユーザが選択した機能が「代理ユーザに
印刷させる」機能でなければ、印刷フロー制御部７１はステップＳ９において、ユーザが
選択した機能が「指定したプリンタに印刷する」機能であるか「このＰＣにジョブを保存
する」機能であるか判定する。
【０１１８】
　代理印刷が選択されたと判定すると、代理印刷プラグイン６２のユーザ情報付加部９１
はステップＳ５の処理を行う。ステップＳ５において、ユーザ情報付加部９１は印刷毎に
表示される代理ユーザ選択ダイアログの非表示が設定されていれば、代理ユーザ選択ダイ
アログを表示せず、代理ユーザ候補リストにおいてチェックされている代理ユーザを選択
する。代理ユーザ候補リストにおいてチェックされている代理ユーザは、印刷を要求した
ユーザ（以下、印刷要求ユーザと呼ぶ）と紐付く代理ユーザＩＤとして代理ユーザ情報保
持部９４から取得できる。
【０１１９】
　一方、ステップＳ５において、ユーザ情報付加部９１は印刷毎に表示される代理ユーザ
選択ダイアログの表示が設定されていれば、代理ユーザ選択ダイアログを表示し、印刷要
求ユーザに代理ユーザを選択させる。ユーザ情報付加部９１は印刷ジョブ情報に印刷要求
ユーザのユーザＩＤと代理ユーザＩＤを付加する。
【０１２０】
　なお、印刷要求ユーザのユーザＩＤは、例えば、ユーザがクライアント端末１６にログ
インする時に使用したユーザＩＤを付加してもよく、あるいは、別途、認証サーバ装置１
３に認証した時に使用したユーザＩＤを付加してもよい。いずれのユーザＩＤを使用する
かは予め設定が可能である。
【０１２１】
　ステップＳ６において、ジョブ蓄積プラグイン６１の印刷データ蓄積部８１は実プリン
タドライバ２３を利用して、中間印刷データから実印刷データを生成する。印刷ジョブ管
理部８２は実印刷データを管理対象として管理する。
【０１２２】
　ステップＳ７において、サーバ接続部８３は印刷ジョブ情報を印刷サーバ装置１４に送
信する。また、ステップＳ８において、サーバ接続部８３は実印刷データを印刷サーバ装
置１４に送信する。
【０１２３】
　「指定したプリンタに印刷する」機能が選択されたと判定すると、アカウントプラグイ
ン６３の認証処理部１０１はステップＳ１０に進む。ステップＳ１０において、認証処理
部１０１は認証サーバ装置１３を利用し、印刷要求ユーザの認証確認を行う。
【０１２４】
　印刷要求ユーザの認証確認に失敗すると、アカウントプラグイン６３の印刷制御部１０
２は図２０のフローチャートの処理を終了する。印刷要求ユーザの認証に成功すると、印
刷制御部１０２は、図１８のアカウント設定画面１０４０の右欄において印刷のたびにプ
リンタを選択する設定が選択されている場合にプリンタを選択する画面を表示し、ユーザ
にプリンタを選択させる。ここで選択できるプリンタは、「アカウント設定」において選
択できるプリンタと同様である。
【０１２５】
　また、印刷のたびにプリンタを選択する設定が選択されていない場合、印刷制御部１０
２はアカウントプラグイン６３で印刷する際に使用する出力装置１５等を選択するコンボ
ボックスにより選択されたプリンタを選択する。
【０１２６】
　アカウントプラグイン６３の印刷制御部１０２はステップＳ１１に進み、印刷ジョブ情
報及び中間印刷データを実プリンタドライバ２３に送信し、実プリンタドライバ２３に印
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刷ジョブの実行を指示する。実プリンタドライバ２３は中間印刷データから実印刷データ
を生成する。
【０１２７】
　ステップＳ１２において、実プリンタドライバ２３は印刷ジョブ情報を指定された出力
装置１５等に送信する。また、ステップＳ１３において、実プリンタドライバ２３は実印
刷データを指定された出力装置１５等に送信する。印刷ジョブ情報及び実印刷データを受
信した出力装置１５等は印刷ジョブを実行し、実印刷データの印刷を行う。ステップＳ１
１の印刷ジョブ情報の送信は必須でなく、省略も可能である。
【０１２８】
　ステップＳ１４に進み、アカウントプラグイン６３のアカウント制御部１０３は実印刷
データの印刷に応じたアカウント情報を生成し、アカウントログを記憶する認証サーバ装
置１３に送信する。
【０１２９】
　図２２はアカウント情報の一例の構成図である。図２２のアカウント情報は、出力装置
１５等で印刷された実印刷データのアカウント情報の項目の一例である。図２２に示すよ
うにアカウント情報は実印刷データの白黒・カラーの情報、両面・片面の情報、ページ数
の情報、部数の情報、用紙サイズの情報、ユーザコードの情報を項目として有する。
【０１３０】
　アカウント情報に含まれるユーザコードは図１１の印刷ジョブ情報におけるユーザＩＤ
に相当する。したがって、代理印刷の場合、アカウント情報に含まれるユーザコードには
代理ユーザＩＤでなくオーナのユーザＩＤが設定される。なお、代理印刷の場合、アカウ
ント情報にはユーザコードの他、印刷を実行した代理ユーザのユーザＩＤなどのユーザ情
報を含めるようにしてもよい。
【０１３１】
　「このＰＣにジョブを保存する」機能が選択されたと判定すると、ジョブ蓄積プラグイ
ン６１の印刷ジョブ管理部８２はステップＳ１５に進み、印刷ジョブ情報を印刷サーバ装
置１４に送信する。
【０１３２】
　また、ステップＳ１６において、ジョブ蓄積プラグイン６１の印刷データ蓄積部８１は
中間印刷データを記憶部２７に蓄積して管理する。なお、図２０の印刷ジョブ蓄積処理で
は中間印刷データをクライアント端末１６で蓄積する例を示しているが、実印刷データを
クライアント端末１６で蓄積するようにしてもよい。
【０１３３】
　図２０の印刷ジョブ蓄積処理によれば、ユーザは代理印刷を選択することにより、実印
刷データを印刷サーバ装置１４に蓄積できる。実印刷データは変更できる印刷設定の内容
が限定されてしまうが、代理印刷の特徴から、印刷ジョブの実行時に印刷設定が変更され
る場合が少ないと考えられる。
【０１３４】
　また、実印刷データを印刷サーバ装置１４に蓄積しておくことにより、クライアント端
末１６の電源がＯＦＦされている場合であっても、代理ユーザは印刷ジョブを実行するこ
とができる。
【０１３５】
　図２０の印刷ジョブ蓄積処理によれば、ユーザに機能を選択させることで、機能に応じ
た印刷データの蓄積先や蓄積形式などの蓄積設定の変更をユーザに容易に行わせることが
できる。
【０１３６】
　なお、カスタマイズされたルールファイルによるワークフローを印刷時に実施する設定
が選択されている場合、印刷フロー制御部７１はルールファイルに従ってワークフローを
次のように実施する。
【０１３７】
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　例えば印刷フロー制御部７１は所定のフォーマットに沿ったＸＭＬのワークフロー定義
ファイルをルールファイルとし、そのルールファイルに従ったワークフローを実現するこ
とができる。ルールファイルは予め編集しておき、クライアント端末１６の所定の位置に
配置しておく。
【０１３８】
　なお、本実施形態の印刷システム１では、共有フォルダに配置したルールファイルをリ
モート設定機能によりクライアント端末１６に配布することもできる。また、本実施形態
の印刷システム１では印刷時にカスタマイズされたルールファイルによるワークフローを
実施する設定の解除を禁止できるようにしてもよい。
【０１３９】
　例えばルールファイルにはページ数によって印刷ジョブを複数の出力装置１７等に振り
分けるワークフロー、カラーを強制的に白黒に変更するワークフロー、ジョブ名により印
刷ジョブを複数の出力装置１７等に振り分けるワークフロー等を表現するものがある。そ
の他、ルールファイルにはジョブ蓄積プラグイン６１、代理印刷プラグイン６２、アカウ
ントプラグイン６３の何れかの機能を含めるワークフロー等を表現するものがある。
【０１４０】
　ルールファイルは条件とアクションとを組み合わせて定義できる。条件にはページ数や
カラー設定、ジョブ名など、印刷ジョブ情報の印刷設定が定義される。アクションには印
刷、印刷設定の変更、処理の振り分けなど、決定処理が定義される。ルールファイルには
複数の条件を定義することも、条件分岐を定義することも可能である。
【０１４１】
　　《印刷データ移動処理》
　前述した印刷ジョブ蓄積処理により、中間印刷データや実印刷データ等の印刷データが
印刷サーバ装置１４やクライアント端末１６等の蓄積先に蓄積される。本実施形態の印刷
システム１は、印刷サーバ装置１４やクライアント端末１６等の蓄積先に蓄積された印刷
データを、指定した他の蓄積先に蓄積し直す機能を備えている。
【０１４２】
　例えばユーザはクライアント端末１６、出力装置１７又は携帯端末１８から印刷サーバ
装置１４にアクセス及びログインする。印刷サーバ装置１４にログインしたクライアント
端末１６、出力装置１７又は携帯端末１８は印刷サーバ装置１４からログインユーザの印
刷ジョブ情報を受信し、ログインユーザの印刷ジョブ情報の一覧を表示（提示）する。
【０１４３】
　ユーザは印刷ジョブ情報の一覧から印刷データの蓄積先を変更する印刷ジョブ情報を選
択すると共に、印刷データの新たな蓄積先を指定する。印刷サーバ装置１４はクライアン
ト端末１６と連携しながら後述のように、ユーザが選択した印刷データを、ユーザが指定
した新たな蓄積先に蓄積し直す。
【０１４４】
　なお、本実施形態の印刷システム１は印刷データ移動処理として、クライアント端末１
６から印刷サーバ装置１４に印刷データを蓄積し直す処理、一のクライアント端末１６か
ら他のクライアント端末１６に印刷データを蓄積し直す処理が可能である。また、本実施
形態の印刷システム１では、印刷サーバ装置１４からクライアント端末１６に印刷データ
を蓄積し直す処理が可能である。
【０１４５】
　図２３はクライアント端末に蓄積された印刷データを印刷サーバ装置に蓄積し直す処理
の一例のシーケンス図である。ステップＳ１００において、ユーザは印刷サーバ装置１４
にアクセス及びログインする。なお、印刷サーバ装置１４へのアクセス及びログインは携
帯端末１８からＷｅｂＵＩを利用して、又は出力装置１７の操作パネルから、又はクライ
アント端末１６の印刷アプリから行うことができる。ここでは、クライアント端末１６か
ら印刷サーバ装置１４にアクセス及びログインした例を説明する。
【０１４６】



(20) JP 6372181 B2 2018.8.15

10

20

30

40

50

　ステップＳ１０１において、クライアント端末１６のジョブ蓄積プラグイン６１に含ま
れる印刷データ移動部８４は印刷サーバ装置１４からログインユーザの印刷ジョブ情報を
取得し、図２４のような印刷ジョブ情報一覧画面３０００を表示する。
【０１４７】
　図２４は印刷ジョブ情報一覧画面の一例のイメージ図である。印刷ジョブ情報一覧画面
３０００はログインユーザの印刷ジョブ情報の一覧から蓄積先を変更したい印刷データを
ユーザに選択させる画面の一例である。ユーザが印刷データを選択したあとで印刷ジョブ
情報一覧画面３０００の移動ボタン３００１を押下すると、印刷データ移動部８４は図２
５のような蓄積先選択画面３０１０を表示する。
【０１４８】
　図２５は蓄積先選択画面の一例のイメージ図である。蓄積先選択画面３０１０は図２４
の印刷ジョブ情報一覧画面３０００から選択された印刷データの新たな蓄積先をユーザに
選択させる画面の一例である。ユーザは蓄積先選択画面３０１０から新たな蓄積先を選択
する。ここでは新たな蓄積先として印刷サーバ装置１４が選択される。
【０１４９】
　ステップＳ１０２において、印刷データ移動部８４はユーザが印刷ジョブ情報一覧画面
３０００から選択した印刷データを、ユーザが蓄積先選択画面３０１０から選択した新た
な蓄積先（印刷サーバ装置１４）に蓄積し直す処理を、印刷サーバ装置１４に要求する。
【０１５０】
　ステップＳ１０３において、印刷サーバ装置１４の印刷データ移動部１１３はユーザが
印刷ジョブ情報一覧画面３０００から選択した印刷データの蓄積元のクライアント端末１
６に印刷データ送信依頼を行う。ステップＳ１０４において、印刷データ送信依頼を受け
たクライアント端末１６のジョブ蓄積プラグイン６１に含まれる印刷データ移動部８４は
印刷データ送信依頼に対応する印刷データを印刷サーバ装置１４に送信する。ステップＳ
１０５において、印刷データ移動部１１３は受信した印刷データを印刷データ保持部１１
４に保存する。
【０１５１】
　受信した印刷データを印刷データ保持部１１４に保存したあと、印刷サーバ装置１４は
印刷データを新たな蓄積先へ蓄積し直す処理が終了した旨を、印刷データの蓄積元のクラ
イアント端末１６に通知する。また、印刷サーバ装置１４はステップＳ１０２において印
刷データの蓄積先を変更する処理を要求してきたクライアント端末１６に対して完了を通
知する。
【０１５２】
　さらに、印刷サーバ装置１４の印刷データ移動部１１３はステップＳ１０４における蓄
積元から新たな蓄積先への印刷データの移動に基づき、図１１の印刷ジョブ情報の蓄積先
及びファイルパスを変更する。なお、図２３では新たな蓄積先に印刷データを蓄積し直す
処理の要求を行ったクライアント端末１６と、印刷データの蓄積元のクライアント端末１
６が別であるように記載されているが、同一であってもよい。
【０１５３】
　図２６は一のクライアント端末に蓄積された印刷データを他のクライアント端末に蓄積
し直す処理の一例のシーケンス図である。ステップＳ１１０、Ｓ１１１は図２３のシーケ
ンス図に記載したステップＳ１００、Ｓ１０１と同様であり、説明を省略する。
【０１５４】
　ステップＳ１１２において、印刷データ移動部８４はユーザが印刷ジョブ情報一覧画面
３０００から選択した印刷データを、ユーザが蓄積先選択画面３０１０から選択した新た
な蓄積先に蓄積し直す処理を、印刷サーバ装置１４に要求する。ここでは新たな蓄積先と
してクライアント端末１６Ｂが選択されたものとして説明する。
【０１５５】
　ステップＳ１１３において、印刷サーバ装置１４の印刷データ移動部１１３はユーザが
印刷ジョブ情報一覧画面３０００から選択した印刷データの蓄積元のクライアント端末１
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６Ａに印刷データ送信依頼を行う。ステップＳ１１４において、印刷データ送信依頼を受
けたクライアント端末１６Ａのジョブ蓄積プラグイン６１に含まれる印刷データ移動部８
４は印刷データ送信依頼に対応する印刷データをクライアント端末１６Ｂに送信する。ス
テップＳ１１５において、クライアント端末１６Ｂの印刷データ移動部８４は受信した印
刷データを印刷データ蓄積部８１に保存させる。
【０１５６】
　受信した印刷データを印刷データ蓄積部８１に保存させたあと、クライアント端末１６
Ｂは印刷データを新たな蓄積先へ蓄積し直す処理が終了した旨を、印刷データの蓄積元の
クライアント端末１６Ａに通知する。また、クライアント端末１６Ａは印刷データを新た
な蓄積先へ蓄積し直す処理が終了した旨を、印刷サーバ装置１４に通知する。また、印刷
サーバ装置１４はステップＳ１１２において印刷データの蓄積先を変更する処理を要求し
てきたクライアント端末１６に対して完了を通知する。
【０１５７】
　さらに、印刷サーバ装置１４の印刷データ移動部１１３はステップＳ１１４における蓄
積元から新たな蓄積先への印刷データの移動に基づき、図１１の印刷ジョブ情報の蓄積先
及びファイルパスを変更する。なお、図２６では新たな蓄積先に印刷データを蓄積し直す
処理の要求を行ったクライアント端末１６と、印刷データの蓄積元のクライアント端末１
６Ａ及び印刷データの蓄積先のクライアント端末１６Ｂと、が別であるように記載されて
いるが、同一であってもよい。
【０１５８】
　図２７は印刷サーバ装置に蓄積された印刷データをクライアント端末に蓄積し直す処理
の一例のシーケンス図である。ステップＳ１２０、Ｓ１２１は図２３のシーケンス図に記
載したステップＳ１００、Ｓ１０１と同様であり、説明を省略する。
【０１５９】
　ステップＳ１２２において、印刷データ移動部８４はユーザが印刷ジョブ情報一覧画面
３０００から選択した印刷データを、ユーザが蓄積先選択画面３０１０から選択した新た
な蓄積先に蓄積し直す処理を、印刷サーバ装置１４に要求する。ここでは新たな蓄積先と
してクライアント端末１６が選択されたものとして説明する。
【０１６０】
　ステップＳ１２３において、印刷サーバ装置１４の印刷データ移動部１１３はユーザが
印刷ジョブ情報一覧画面３０００から選択した印刷データの蓄積元が印刷サーバ装置１４
であることを確認する。そこで、印刷サーバ装置１４の印刷データ移動部１１３は自分自
身に対してクライアント端末１６への印刷データ送信依頼を行う。ステップＳ１２４にお
いて、印刷サーバ装置１４の印刷データ移動部１１３は印刷データ送信依頼に対応する印
刷データをクライアント端末１６に送信する。ステップＳ１２５において、クライアント
端末１６の印刷データ移動部８４は受信した印刷データを印刷データ蓄積部８１に保存さ
せる。
【０１６１】
　受信した印刷データを印刷データ蓄積部８１に保存させたあと、クライアント端末１６
は印刷データを新たな蓄積先へ蓄積し直す処理が終了した旨を、印刷データの蓄積元の印
刷サーバ装置１４に通知する。また、印刷サーバ装置１４はステップＳ１２２において印
刷データの蓄積先を変更する処理を要求してきたクライアント端末１６に対して完了を通
知する。
【０１６２】
　さらに、印刷サーバ装置１４の印刷データ移動部１１３はステップＳ１２４における蓄
積元から新たな蓄積先への印刷データの移動に基づき、図１１の印刷ジョブ情報の蓄積先
及びファイルパスを変更する。なお、図２７では新たな蓄積先に印刷データを蓄積し直す
処理の要求を行ったクライアント端末１６と、印刷データの蓄積先のクライアント端末１
６と、が別であるように記載されているが、同一であってもよい。
【０１６３】
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　図２３～図２７ではログインユーザの印刷ジョブ情報の一覧から蓄積先を変更したい印
刷データをユーザに選択させたあとで、選択された印刷データの新たな蓄積先をユーザに
選択させていた。
【０１６４】
　本実施形態の印刷システム１では、図２８に示す印刷データ移動処理選択画面３０２０
を利用し、ログインユーザに蓄積先を変更したい印刷データを選択させる前に、蓄積元や
新たな蓄積先を選択させるようにしてもよい。図２８は印刷データ移動処理選択画面の一
例のイメージ図である。
【０１６５】
　図２８の印刷データ移動処理選択画面３０２０は「先に印刷データを選択する」「先に
印刷データの蓄積元を選択する」「先に印刷データの蓄積先を選択する」から蓄積先を変
更する印刷データの選択方法をユーザに選択させる例である。
【０１６６】
　例えば印刷データ移動処理選択画面３０２０からログインユーザが「先に印刷データを
選択する」を選択すると、ログインユーザは図２３～図２７に示したように、印刷ジョブ
情報の一覧から印刷データを選択し、その印刷データの新たな蓄積先を選択できる。
【０１６７】
　また、印刷データ移動処理選択画面３０２０からログインユーザが「先に印刷データの
蓄積元を選択する」を選択すると、ログインユーザは印刷データを選択する前に、例えば
図２５のような蓄積元選択画面から印刷データの蓄積元を選択できる。
【０１６８】
　例えば印刷データ移動部１１３は選択された蓄積元に蓄積されている印刷データの一覧
を印刷ジョブ情報一覧画面３０００に表示し、蓄積元により絞り込まれた印刷データから
蓄積先を変更したい印刷データをログインユーザに選択させることができる。
【０１６９】
　さらに、印刷データ移動処理選択画面３０２０からログインユーザが「先に印刷データ
の蓄積先を選択する」を選択すると、ログインユーザは印刷データを選択する前に、図２
５の蓄積先選択画面３０１０から印刷データの蓄積先を選択できる。
【０１７０】
　例えば印刷データ移動部１１３は選択された蓄積先に蓄積されている印刷データを除い
た印刷データの一覧を印刷ジョブ情報一覧画面３０００に表示し、蓄積先を変更したい印
刷データをログインユーザに選択させることができる。
【０１７１】
　このように、本実施形態の印刷システム１は、一度、蓄積先に蓄積した印刷データを新
たな蓄積先に蓄積し直すことができる。例えば本実施形態の印刷システム１はクライアン
ト端末１６に蓄積されている印刷データを印刷サーバ装置１４に蓄積し直すことで、クラ
イアント端末１６の記憶領域の枯渇を防ぐことができる。また、本実施形態の印刷システ
ム１は、印刷サーバ装置１４に蓄積されている印刷データをクライアント端末１６に蓄積
し直せるようにしたことで、印刷サーバ装置１４の負荷をクライアント端末１６に分散さ
せることができる。
【０１７２】
　　《印刷ジョブ出力処理》
　印刷データを印刷サーバ装置１４に蓄積した場合、印刷システム１は例えば図２９に示
す印刷ジョブ出力処理を行う。図２９は、印刷ジョブ出力処理の一例のフローチャートで
ある。なお、ここでは出力装置１７において印刷ジョブを実行する例を説明する。
【０１７３】
　ステップＳ２１において、ユーザは出力装置１７の操作パネル等から認証情報を入力し
てログインを要求する。ユーザからログインを要求された出力装置１７はステップＳ２２
において、認証サーバ装置１３に認証情報を送信して認証を要求する。認証サーバ装置１
３は受信した認証情報を利用して認証を行い、認証結果を出力装置１７に返す。ここでは
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認証結果が認証成功であったものとして説明を続ける。なお、認証結果が認証失敗である
場合は例えばログインに失敗した旨を操作パネル等の表示装置に表示し、ステップＳ２３
以降の処理を行わない。
【０１７４】
　ステップＳ２３において、出力装置１７は認証に成功したユーザの印刷ジョブ情報を印
刷サーバ装置１４に要求する。ステップＳ２４において、印刷サーバ装置１４は認証に成
功したユーザのユーザＩＤが付与されている印刷ジョブ情報を検索する。印刷サーバ装置
１４は検索した印刷ジョブ情報の一覧を出力装置１７に送信する。
【０１７５】
　出力装置１７は受信した印刷ジョブ情報の一覧を表示し、印刷ジョブ情報の一覧から印
刷ジョブ情報をユーザに選択させる。ユーザが印刷ジョブ情報の一覧から印刷ジョブ情報
を選択すると、出力装置１７はユーザにより選択された印刷ジョブ情報の蓄積先、ファイ
ルパスから印刷ジョブの印刷データの蓄積先、ファイルパスを判断できる。ここでは印刷
サーバ装置１４が印刷データの蓄積先として判断される。出力装置１７はステップＳ２５
において、ユーザにより選択された印刷ジョブの印刷データの取得を印刷サーバ装置１４
に要求（取得要求）する。
【０１７６】
　第１の実施形態では印刷サーバ装置１４に蓄積されている印刷データは実印刷データで
ある。ステップＳ２６において、印刷サーバ装置１４は出力装置１７から要求された印刷
ジョブの実印刷データを出力装置１７に送信する。ステップＳ２７において、出力装置１
７は受信した実印刷データを出力する。
【０１７７】
　ステップＳ２８において、出力装置１７は実印刷データの出力結果としてアカウント情
報を印刷サーバ装置１４に送信する。印刷サーバ装置１４のアカウント制御部１１２はス
テップＳ２９において、認証サーバ装置１３のアカウント記憶部に実印刷データのアカウ
ント情報を送信して記憶させる。
【０１７８】
　印刷データをクライアント端末１６に蓄積した場合、印刷システム１は例えば図３０に
示す印刷ジョブ出力処理を行う。図３０は印刷ジョブ出力処理の他の例のフローチャート
である。なお、ここでは出力装置１７において印刷ジョブを実行する例を説明する。
【０１７９】
　ステップＳ３１において、ユーザは出力装置１７の操作パネル等から認証情報を入力し
てログインを要求する。ユーザからログインを要求された出力装置１７はステップＳ３２
において、認証サーバ装置１３に認証情報を送信して認証を要求する。認証サーバ装置１
３は受信した認証情報を利用して認証を行い、認証結果を出力装置１７に返す。ここでは
認証結果が認証成功であったものとして説明を続ける。なお、認証結果が認証失敗である
場合は例えばログインに失敗した旨を操作パネル等の表示装置に表示し、ステップＳ３３
以降の処理を行わない。
【０１８０】
　ステップＳ３３において、出力装置１７は認証に成功したユーザの印刷ジョブ情報を印
刷サーバ装置１４に要求する。ステップＳ３４において、印刷サーバ装置１４は認証に成
功したユーザのユーザＩＤが付与されている印刷ジョブ情報を検索する。印刷サーバ装置
１４は検索した印刷ジョブ情報の一覧を出力装置１７に送信する。
【０１８１】
　出力装置１７は受信した印刷ジョブ情報の一覧を表示し、印刷ジョブ情報の一覧から印
刷ジョブをユーザに選択させる。ユーザが印刷ジョブ情報の一覧から印刷ジョブ情報を選
択すると、出力装置１７はユーザが選択した印刷ジョブ情報の蓄積先、ファイルパスから
印刷ジョブの印刷データの蓄積先、ファイルパスを判断できる。ここではクライアント端
末１６が印刷データの蓄積先として判断される。ステップＳ３５において、出力装置１７
はユーザにより選択された印刷ジョブの印刷データを印刷サーバ装置１４に要求する。
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【０１８２】
　第１の実施形態では印刷サーバ装置１４に蓄積されている印刷データは中間印刷データ
である。ステップＳ３６において、クライアント端末１６のジョブ蓄積プラグイン６１の
印刷ジョブ管理部８２は実プリンタドライバ２３を利用し、中間印刷データから実印刷デ
ータに変換する。なお、クライアント端末１６は実印刷データをクライアント端末１６で
蓄積するようにしてもよい。この場合はステップＳ３６の処理は省略される。
【０１８３】
　ステップＳ３７において、クライアント端末１６は出力装置１７から要求された印刷ジ
ョブの実印刷データを出力装置１７に送信する。ステップＳ３８において、出力装置１７
は受信した実印刷データを出力する。
【０１８４】
　ステップＳ３９において、出力装置１７は実印刷データの出力結果としてアカウント情
報を印刷サーバ装置１４に送信する。印刷サーバ装置１４のアカウント制御部１１２はス
テップＳ４０において、認証サーバ装置１３のアカウント記憶部に実印刷データのアカウ
ント情報を送信して記憶させる。
【０１８５】
　出力装置１７は受信した印刷ジョブ情報の一覧を例えば図３１に示すように操作パネル
等の表示装置に表示する。図３１は印刷ジョブ情報一覧画面の一例のイメージ図である。
【０１８６】
　図３１の印刷ジョブ情報一覧画面２０２０は認証に成功したユーザの印刷ジョブ情報の
リスト２０２１が含まれる。印刷ジョブ情報のリスト２０２１は各印刷ジョブ情報がボタ
ン等の選択可能な部品で表されている。図３１の各印刷ジョブ情報を表す部品には、印刷
ジョブ名、日時、ページ数、部数、印刷面、カラーモード、印刷データの蓄積先が一例と
して表示されている。
【０１８７】
　また、図３１の印刷ジョブ情報一覧画面２０２０は全選択ボタン２０２２、設定ボタン
２０２３、削除ボタン２０２４、印刷ボタン２０２５、代理印刷ボタン２０２６、更新ボ
タン２０２７が含まれる。
【０１８８】
　全選択ボタン２０２２は印刷ジョブ情報のリスト２０２１の全ての印刷ジョブ情報を選
択するボタンである。設定ボタン２０２３は選択されている印刷ジョブ情報の印刷設定変
更画面を表示するボタンである。削除ボタン２０２４は選択されている印刷ジョブ情報を
削除するボタンである。印刷ボタン２０２５は選択されている印刷ジョブ情報の印刷開始
を要求するボタンである。
【０１８９】
　代理印刷ボタン２０２６はログインユーザが代理ユーザとして印刷可能な印刷ジョブ情
報を表示させるボタンである。更新ボタン２０２７は印刷ジョブ情報のリスト２０２１を
更新するボタンである。更新ボタン２０２７が押下されると、出力装置１７は印刷サーバ
装置１４から印刷ジョブ情報を再取得する。
【０１９０】
　　《ソフトウェア更新及びリモート設定》
　本実施形態の印刷システム１では、例えばクライアント端末１６の印刷アプリが自動又
はユーザからの指示によりアプリケーションサーバ装置１２にソフトウェア更新の確認を
行い、更新できるソフトウェアがあれば更新を行う。
【０１９１】
　印刷アプリの自動更新を行うように設定されている場合は例えばクライアント端末１６
の印刷アプリが起動時などにアプリケーションサーバ装置１２にソフトウェア更新の確認
を行い、更新できるソフトウェアがあれば更新を行う。
【０１９２】
　ユーザが例えば「更新の確認」ボタンなどを押下することでソフトウェア更新の確認を
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指示すると、クライアント端末１６の印刷アプリはアプリケーションサーバ装置１２にソ
フトウェア更新の確認を行い、更新できるソフトウェアがあれば更新を行う。
【０１９３】
　また、本実施形態の印刷システム１は印刷アプリ上で動作する各種機能を、機能に対す
る設定を変更することで、その動作や処理内容を変更できる。したがって、本実施形態の
印刷システム１では一部設定についてユーザ個別に設定させるのではなく、管理者が設定
した内容をクライアント端末１６に反映させたい場合がある。
【０１９４】
　そこで、本実施形態の印刷システム１では各種の設定をクライアント端末１６で行う機
能の他、管理者端末１１で行った各種の設定をアプリケーションサーバ装置１２からクラ
イアント端末１６に配布する機能を設けてもよい。
【０１９５】
　＜まとめ＞
　第１の実施形態に係る印刷システム１は、出力毎の蓄積設定の変更を容易に行わせるこ
とができる。
【０１９６】
　なお、本実施形態における出力データは出力対象のデータであって、クライアント端末
１６においてユーザから出力要求を受付けた段階から出力装置１７等によって出力される
までの間において、出力の対象となっているデータのことである。本実施形態における出
力プロセスでは、出力要求を受付けた段階から出力装置１７等によって出力されるまでの
間において、出力対象のデータのデータ形式が、様々に変換される。
【０１９７】
　出力対象のデータはアプリケーションデータの形式（Ｗｏｒｄ（登録商標）ファイルな
ど）、中間データ形式（ＸＰＳデータなど）、印刷データ形式（ＰＤＬデータなど）等に
変換される。本実施形態における出力対象のデータの変換のタイミングは種々である。
【０１９８】
　例えばクライアント端末１６は出力データを中間データ形式で保持しても印刷データ形
式で保持してもよい。また印刷サーバ装置１４は出力データをアプリケーションデータ形
式で保持しても中間データ形式で保持してもよく、出力装置１７等において印刷を実行す
るときに印刷データ形式になっていればよい。
【０１９９】
　また、出力装置１７において中間データ形式の印刷が実行できるのであれば（例えばＰ
ＤＦデータ等）、印刷サーバ装置１４やクライアント端末１６は、中間データ形式の出力
データを送信して印刷を実行させてもよい。中間データ形式の出力データは印刷データ形
式の出力データとして利用される場合もある。
【０２００】
　したがって、本実施形態における出力データは、クライアント端末１６においてユーザ
から出力要求を受付けた段階から出力装置１７によって出力されるまでの間に、どのよう
なデータ形式になっているかが必ずしも特定されているわけではない。本実施形態におけ
る出力データとしてはユーザが出力を要求する対象として選択したデータを取り扱う。
【０２０１】
　また、出力制御システムとは、クライアント端末１６や出力装置１７とネットワークを
介して接続される１台以上の情報処理装置のことであり、例えば１台以上の印刷サーバ装
置１４や、認証サーバ装置１３及び印刷サーバ装置１４などである。出力制御システムは
ユーザによりクライアント端末１６から出力要求が実行されてから、ユーザにより出力装
置１７等において出力処理が実行されるまでの間に、出力プロセス（印刷プロセス）を制
御する機能を備える。なお、出力制御システムは認証サーバ装置１３及び印刷サーバ装置
１４以外の他の装置を含んでいてもよい。
【０２０２】
　本発明は、具体的に開示された上記の実施形態に限定されるものではなく、特許請求の
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範囲から逸脱することなく、種々の変形や変更が可能である。上述した実施形態における
印刷システム１は出力システムの一例である。
【０２０３】
　印刷データ保持部１１４は出力データを端末装置又は出力制御システムに蓄積する蓄積
制御手段の一例である。印刷ジョブ情報保持部１１５は蓄積した出力データに関する出力
データ関連情報を保持する出力データ関連情報保持手段の一例である。印刷データ移動部
８４、１１３は、蓄積した出力データの蓄積先を変更する変更要求をユーザから受け付け
て出力データの蓄積先を変更し、その変更を出力データ関連情報保持手段が保持する出力
データ関連情報に反映させる出力データ移動手段の一例である。
【０２０４】
　出力装置１７は出力制御システムから受信した出力データ関連情報に基づき、端末装置
または出力制御システムに蓄積される出力データを取得して出力データを出力する出力手
段の一例である。印刷ジョブ情報の一覧は出力データ一覧の一例である。
【符号の説明】
【０２０５】
　１　　　印刷システム
　１１　　管理者端末
　１２　　アプリケーションサーバ装置
　１３　　認証サーバ装置
　１４　　印刷サーバ装置
　１５、１７　　出力装置
　１６　　クライアント端末
　１８　　携帯端末
　２１　　文書作成アプリケーション
　２２、２２ａ　　仮想プリンタドライバ
　２３　　実プリンタドライバ
　２４　　プラグイン
　２５　　プラットフォームＡＰＩ
　２６　　プラットフォーム
　２７　　記憶部
　３１　　プラグイン
　４１　　表示制御（ＵＩ制御）部
　４２　　設定部
　４３　　通信部
　５０　　ソフトウェアパッケージ
　５１　　機能プラグイン
　５２　　本体
　６１　　ジョブ蓄積プラグイン
　６２　　代理印刷プラグイン
　６３　　アカウントプラグイン
　６４　　ルールベース印刷制御プラグイン
　７１　　印刷フロー制御部
　７２　　表示部
　７３　　印刷フロー設定部
　７４　　設定管理部
　７５　　設定用情報保持部
　８１　　印刷データ蓄積部
　８２　　印刷ジョブ管理部
　８３　　サーバ接続部
　８４　　印刷データ移動部
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　８５　　印刷ジョブ情報保持部
　８６　　設定用情報保持部
　９１　　ユーザ情報付加部
　９２　　代理ユーザ管理部
　９３　　サーバ接続部
　９４　　代理ユーザ情報保持部
　９５　　設定用情報保持部
　１０１　　認証処理部
　１０２　　印刷制御部
　１０３　　アカウント制御部
　１０４　　設定用情報保持部
　１１１　　印刷制御部
　１１２　　アカウント制御部
　１１３　　印刷データ移動部
　１１４　　印刷データ保持部
　１１５　　印刷ジョブ情報保持部
　５００　　コンピュータ
　５０１　　入力装置
　５０２　　表示装置
　５０３　　外部Ｉ／Ｆ
　５０３ａ　　記録媒体
　５０４　　ＲＡＭ
　５０５　　ＲＯＭ
　５０６　　ＣＰＵ
　５０７　　通信Ｉ／Ｆ
　５０８　　ＨＤＤ
　１０００、１０００ａ　　基本設定画面
　１０１０　　サーバ設定画面
　１０２０　　ジョブ蓄積設定画面
　１０３０　　代理印刷設定画面
　１０４０　　アカウント設定画面
　２０００　　印刷設定画面
　２０１０　　機能選択画面
　２０２０　　印刷ジョブ情報一覧画面
　３０００　　印刷ジョブ情報一覧画面
　３０１０　　蓄積先選択画面
　３０２０　　印刷データ移動処理選択画面
　Ｂ　　バス
　Ｎ１　　ネットワーク
【先行技術文献】
【特許文献】
【０２０６】
【特許文献１】特開２００７－２００２８４号公報
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